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▪ ボーイ・ベンチャーの進級の一本化　H29.9 より開始！

■ ボーイ→ベンチャーの進級の一本化と
　進級課目の改定

来年、平成２９年９月１日から、ボーイとベン

チャーの進級制度及び進級課目が改定されます。

これは、日本連盟の重点目標である「活動的

で自立したスカウトを育てる」ために、スカウト運

動の一貫性、累進制の観点から、進歩の継続性

を重視したものとするため、現行のボーイスカウ

ト部門とベンチャースカウト部門の進級課程を一

本化して、初級→２級→１級→菊→隼→富士の６

段階とし、全ての進級章を取得して到達点である

富士スカウトを目指す制度します。そのため、各

進級課目を見直し、必修課目を中心に、その級

の目標となる技能、知識を修得する内容に改定す

るものです。

■ 改定のスケジュール
平成 28 年 11 月 1 日　規程改正公示

平成 29 年   9 月 1 日　施行

平成 31 年 3 月 31 日　全団移行完了

■ 新進級課目の特徴
①ボーイスカウト部門からベンチャースカウト部

門までの進級を一本化し、初級→２級→１級

→菊→隼→富士の６段階とし、全ての進級章

を取得して、到達点である富士スカウト章を

目指す。

②各進級章の課目は、必修課目を中心に、その

級の目標（右表上）となる技能・知識を修得

する内容改定し、進歩の継続性を重視したも

のとする。

③各級の「進歩の目標」を明確にし、スカウト

が各進級章を挑戦するにあたり、しっかりとし

た目標を定められるようにする。

④ターゲットバッジとマスターバッジを廃止し、

現行の技能章をベースに改善、新設を含めた

改定を行い、新たな技能章として選択課目を

作り直す。

⑤各級の「ちかい」と「おきて」の細目は、最

後に隊長と話し合いを通して考査し、その級

の仕上げと位置づける。

⑥高校生年代から入隊する者は、スカウトバッジ

を着用し、初級から１級までの期間月を項目か

ら削除した上で、初級から修得する。

⑦ベンチャー部門における初級から菊までの各

進級時の班長会議での承認は、隊運営会議と

する。

⑧進級課目の履修において、調整する級より上

位の進級章細目を履修することは可能とする。

ただし、ボーイ部門では、班長会議の承認が

必要であると同時に、その上位の範囲は１級

課目までとする。

　　また、進級自体は、ボーイ部門では菊まで、

ベンチャー部門では富士までを段階的に進め

ることとする。

■ 進歩の目標
進級課目 キーワード 目標

初級 仲間 初心者として、ハイキングやキャンプで自分のことは自分でできる
ようになる。

２級 ハイキング 班の中心として、ハイキングの計画・実施・報告ができるとともに、
初級スカウトの指導者ができる。

１級 キャンピング ボーイスカウトの活動の中心として、スカウトキャンプの計画・実施・
報告ができ、スカウト技能全般を単独でできる。

菊 模範 自分の隊・班で積極的に活動でき、他のスカウトの良き模範として、
班長や上級班長等、責任ある行動と指導ができる。

隼 冒険と奉仕 スカウト技能を役立てることかでき、ジュニアリーダーとして基本的
な隊運営の知識を有し、健全なる体と精神を身につける。

富士 リーダーシップ
プロジェクトの計画・実施・報告ができ、奉仕の精神と社会の一員
としての責任を持ち、社会貢献を果たせるリーダーとなる資質を身
につける。

■ 隊長認定技能章と各級における必要な技能章　（黄色地は必須技能章：９種）
新設 No. 技能章名 考査員認定 隊長認定 １級 菊 隼 富士

１ 野営章 ○ ○
２ 野営管理章 ○ ○
３ 救急章 ○ ○

変更 ４ 野外炊事章 ○ ○
○ ５ 公民章 ○ ○
○ ６ パイオニアリング章 ○ ○
○ ７ リーダーシップ章 ○ ○
○ ８ ハイキング章 ○ ○
○ ９ 通信章 ○
○ １０ 計測章 ○
○ １１ 観察章 ○
○ １２ スカウトソング章 ○ ○

これ以外は、基本的に継続（細目の一部修正等あり）

■ 選択課目
新進級課程における選択課目・技能章は、従

来の意図するところに加え、よりスカウト技能の

習得を目指し、考査員ではなく所属隊の隊長が認

定できる技能章を追加（一部従来の技能章課目

を見直し隊長認定技能章へ変更）することで、ス

カウト技能のより一層の充実を目指します。

■ 移行のための隊集会と細目の読替え
移行に際してはスカウトの進歩状況の把握が

必須となり、そのために「移行ための隊集会」を

実施することが必要不可欠となります。

移行のための進級課目の読替表を後日提示し

ますが、読替表には新しい課目の一覧があり、ス

カウト自身が現行の進級課程で履修した課目を

チェックすることで、対応する課程の細目を履修

したとみなし、残りの細目に挑戦することで取得

に繋がります。スカウトたちは新しい課目を知る

ことができ、なおかつ現行の履修状況が自分で確

認でき、挑戦したいものを上げられるという利点

があります。
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